
 

団 体 名 自然と文化の森協会 

団体の所在地 尼崎市 代表者名 内田 大造 

    

１．事業名 猪名川自然林サポータークラブ 

2.実施期間 平成２２年４月１日～平成２３年１月１６日 

3.主な実施場所 
猪名川風致公園(猪名川自然林)、猪名川公園 

尼崎市園田地区会館 

4.活動形態 ・実践活動 

 

5.活動内容･結果 
（参加者、階層・人

数等） 

 

 

 

① サポーター講座の実施 

   環境学園専門学校の石丸先生を毎回の講師にお願いし、兵庫県立人と自然

の博物館の橋本先生を講師にお招きし、猪名川自然林の保全や猪名川自然林

での生物多様性について学習を実施。 

② エノキ・ムクノキの苗木作り 

トウネズミモチの伐採と同時に、エノキ・ムクノキの種子を拾ってポットに植え、

参加者が苗木を育てての植樹活動も実施。 

③ キッズクラブ 

キッズクラブの活動で、自然観察・生き物さがし・クラフト作り等の子ども達の自

然体験の場を提供し、親子のふれあいの場としても好評。 

④ 環境体験学習の受け入れ 

   兵庫県が進めている小学校３年生の環境体験事業の受け入れをおこない、小

学校８校：１２回を実施(のべ１千人を受け入れ)。 
 

 

6.成果・反響・ 

反省点等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 猪名川自然林を暗い森にしているトウネズミモチ(要注意外来種)の伐採をおこな

い、エノキ・ムクノキなどの苗木を育てての植樹などを実施した。兵庫県のレッドデ

ータブックにものるエノキ・ムクノキ林の保全再生に向けて、少しずつ地域や行政の

理解も深まってきた。今後も、尼崎市との協議をおこないながら、地域住民の参加

も得て、活動を継続していきたいと考える。 

子ども達(小・中学生)のキッズクラブの実施によって、子ども達の自然体験の場

を提供し、親子のふれあいの場としても好評で、地域に根ざした息の長い活動とし

て保全管理活動を実施できる大きな足がかりとなった。 

 ８小学校から兵庫県が実施している小学校３年生の環境体験事業の依頼を受け

実施し、活動の地道な継続の大切さを改めて確認した。 
 

7.成果物  

 

8.活動 

写真 

 

 

 

 

 
 

①県のレッドデータブックに載る猪名川自然林   ②サポータークラブの講座で学習    ③親子で木の実クラフト作り  


